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◆
芸
術
国
際
交
流
協
定
の
締
結

○
英
国
サ
リ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・

ア
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
大
学
と
の
締
結

五
月
十
三
日
、
サ
リ
ー
美
術
大
学
か
ら
エ
イ
レ

ン
・
ト
ー
マ
ス
学
長
、
イ
ア
ン
・
デ
ュ
ー
ム
ロ
ウ
デ

ザ
イ
ン
学
部
長
等
が
、
本
学
か
ら
は
平
山
学
長
、
宮

田
美
術
学
部
長
等
が
出
席
し
、
本
学
に
お
い
て
大
学

間
国
際
交
流
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

同
大
学
は
一
八
六
六
年
設
立
の
フ
ァ
ー
ナ
ム
・
ア

ー
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
を
母
体
と
し
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
な

ど
三
学
部
・
大
学
院
を
有
し
て
い
る
。

今
回
の
調
印
に
よ
り
、
本
学
の
交
流
協
定
締
結

校
（
大
学
姉
妹
校
）
は
、
八
カ
国
十
五
大
学
と
な

っ
た
。

◆
外
国
人
留
学
生
懇
談
会
を
開
催

五
月
二
十
日
、
大
学
美
術
館
内
学
生
食
堂
に
お

い
て
、
留
学
生
と
学
長
、
学
部
長
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
教
職
員
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
交
流
を
通
じ
相
互

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
学
長
挨
拶
の
後
、
八
七
名
の
留
学
生
を
代

表
し
て
丁
熹
均
（
美
術：

博
士
後
期
課
程
三
年
、

韓
国
）
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
今
回
初
め

て
奨
学
金
支
給
団
体
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

◆
四
芸
祭
、
芸
大
は
総
合
優
勝

第
四
十
八
回
四
芸
術
大
学
体
育
・
文
化
交
換
会

が
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
愛
知
県

立
芸
術
大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
始
め
と
す
る
八
種
目
の
競
技
会
で
は
毎
日
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
本
学
は
三
種
目
で
一
位
と
な
る
な

ど
、
二
年
連
続
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。

◆
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
に

特
別
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
派
遣

第
四
回
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
が
四
月
二
十

六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
あ
り
、
招
請
を
受
け
た
音

楽
学
部
が
学
生
を
主
体
と
し
た
特
別
編
成
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
派
遣
し
た
。
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ
ト
ワ
な
ど

の
指
揮
の
も
と
、
演
奏
会
を
成
功
裏
に
導
い
た
。

◆
初
の
邦
楽
総
合
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
熊
野
の
物
語
」
終
始
聴
衆
を
魅
了

五
月
三
日
、
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
企
画
、
邦
楽

各
ジ
ャ
ン
ル
参
加
に
よ
る
「
熊
野

ゆ
や

の
物
語
」
が
美
術

学
部
の
協
力
も
得
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
始
ま
っ
て

以
来
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
に
対
し
、
会
場
は
ほ
ぼ
満

席
状
態
と
な
り
、
約
一
時
間
三
〇
分
に
わ
た
っ
て
、

終
始
聴
衆
を
魅
了
し
、
感
動
の
う
ち
に
演
奏
会
は
終

了
し
た
。

◆
増
村
紀
一
郎
教
授
紫
綬
褒
章
受
章

平
成
十
四
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
増
村
紀
一
郎

教
授
（
漆
芸
）
が
紫
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
。

受
　
章
・
受
　
賞
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音
楽
学
部
に
音
楽
環
境
創
造
科
が
設
置
さ
れ
た
。
音

楽
学
部
に
と
っ
て
新
学
科
は
実
に
五
十
年
ぶ
り
の
事
と

な
る
。
た
だ
し
、
取
手
校
地
に
新
設
さ
れ
た
た
め
、
ま

だ
校
舎
が
な
い
。
美
術
学
部
の
校
舎
を
借
り
て
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

音
楽
環
境
創
造
科
と
は
、
新
し
い
音
楽
芸
術
の
あ
り

方
を
探
求
し
、
音
や
音
楽
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
を

考
察
し
創
造
す
る
学
科
で
あ
る
。

音
楽
学
部
は
開
学
以
来
、
音
楽
界
を
担
う
優
れ
た
人

材
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
は
一
五
〇
〇
以

上
あ
る
公
共
ホ
ー
ル
が
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
る
。
文
化
的
・
芸
術
的
環
境
は
放
っ
て

お
い
て
育
つ
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
優
れ
た

聴
衆
が
必
要
で
あ
り
、
優
れ
た
聴
衆
を
育
て
る
た
め
に

は
、
優
れ
た
芸
術
教
育
と
、
芸
術
と
社
会
を
結
び
つ
け

る
人
材
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
音
楽
芸
術
と

い
う
定
義
す
ら
曖
昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
映
像

や
身
体
表
現
と
結
び
付
い
た
新
し
い
音
楽
芸
術
の
可
能

性
を
芸
大
と
し
て
看
過
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
音
楽
環
境
創
造
科
が
設
置
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
新
し
い
音
楽
芸
術
創

造
、
音
や
音
楽
を
取
り
巻
く
環
境
の
考
察
・
創
造
と
い

う
目
的
の
た
め
に
、
芸
術
や
社
会
に
つ
い
て
様
々
な
観

点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
出
来
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
部
で
は
「
実
技
」
が
出
来
な
く
て
も
芸
大
に
入
れ

る
と
い
う
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

「
実
技
」
の
能
力
を
第
一
義
の
資
格
と
し
な
い
と
い
う

だ
け
で
、
学
力
、
独
創
性
、
創
造
性
、
論
理
性
、
企
画

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
総
合
的
に
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

既
存
の
各
科
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

伝
統
芸
術
を
継
承
し
、
そ
の
た
め
の
技
能
を
ま
す
ま
す

錬
磨
し
て
い
く
。
音
楽
環
境
創
造
科
は
そ
れ
を
、
あ
る

時
は
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
あ
る
時
は
火
を
投
げ
込

み
、
お
互
い
が
刺
激
し
あ
っ
て
、
芸
大
を
活
性
化
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
新
任
の
専
任
教
官
の
コ
メ
ン
ト
を
載
せ
て
お

く
。「

〈
つ
く
り
手
の
た
ま
ご
〉
と
〈
つ
な
ぎ
手
の
た
ま

ご
〉
が
一
緒
に
孵
化
す
る
場
、
と
い
う
の
は
と
て
も
ス

リ
リ
ン
グ
な
挑
戦
で
す
。
音
や
音
楽
の
こ
れ
か
ら
の
あ

り
方
を
探
り
、
新
た
な
音
環
境
や
新
た
な
〈
受
け
手
〉

を
創
出
し
て
ゆ
く
に
は
、
社
会
の
変
化
に
敏
感
に
反
応

す
る
セ
ン
ス
を
も
っ
た
つ
く
り
手
が
必
要
で
す
し
、
創

造
の
本
質
を
熟
知
し
つ
つ
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
す
つ
な
ぎ
手
が
不
可
欠
で
す
。
現
代
美
術
の
分
野
で

は
、
社
会
と
ア
ー
ト
の
関
係
を
刷
新
し
、
ア
ー
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
新
し
い
境
地
を
拓
い
て
い
る
の
は
多
く
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
で
す
。
音
楽
の
分
野
で
も
こ
れ
か

音楽環境創造科の
目指すもの
音楽部に設置された
50年ぶりの新学科

渡辺健二
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ら
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
試
み
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い

く
よ
う
な
人
材
は
、
つ
く
り
手
で
あ
り
同
時
に
つ
な
ぎ

手
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
の
で
す
。

三
〇
〇
人
を
超
え
る
志
願
者
の
な
か
か
ら
栄
え
あ
る

第
一
期
生
と
な
っ
た
二
〇
人
は
、
年
齢
や
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
派
ぞ
ろ
い
で
す
。
音
楽
環

境
創
造
科
の
教
育
環
境
の
ほ
う
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上

の
段
階
で
す
が
、
パ
ワ
フ
ル
な
彼
ら
／
彼
女
ら
な
ら
逞

し
く
学
ん
で
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
快
く
新
校
舎

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
端
芸
術
表
現
科
の
先
輩
た

ち
や
取
手
で
と
も
に
学
ぶ
美
術
学
部
の
み
な
さ
ん
、
上

野
で
と
も
に
学
ぶ
音
楽
学
部
の
み
な
さ
ん
と
、
刺
激
に

満
ち
た
交
流
が
始
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」(
熊

倉
純
子)

「
音
楽
環
境
創
造
科
の
中
心
に
な
る
科
目
は
〈
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〉
と
呼
ば
れ
、
複
数
の
教
官
、
学
生
に
よ
る

実
践
活
動
の
場
で
す
。
音
楽
の
表
現
は
、
録
音
や
放
送

技
術
の
発
達
、
さ
ら
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
音
声
の

デ
ジ
タ
ル
処
理
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
飛
躍
的
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
従
来
の
音
楽
の
枠
に
は
ま
り

き
ら
な
い
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
で
は
、
こ
の
よ
う
な

新
し
い
領
域
の
研
究
や
作
品
の
制
作
、
さ
ら
に
地
域
社

会
と
の
連
携
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

芸
大
が
持
つ
人
材
、
設
備
、
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
新

学
科
に
と
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
大
き
な
財
産
で
す
。
先
日
、

奏
楽
堂
で
公
演
さ
れ
た
『
熊
野

ゆ
や

の
物
語
』
は
実
に
刺
激

的
な
催
し
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
企
画
に
音
楽
環
境
創
造
科
の
学
生
達
が

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
と
し
て
直
接
関
わ
り
、
実
践
の
な
か

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学
外
の
研
究
施
設
や
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
放
送
局
と
の
共

同
制
作
だ
け
で
な
く
、
芸
大
の
な
か
の
学
部
や
学
科
を

越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
、
新
学
科
の
可
能

性
を
試
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」(

西
岡
龍
彦)

（
わ
た
な
べ
・
け
ん
じ
／
音
楽
環
境
創
造
科
開
設
準
備

室
・
器
楽
科
助
教
授
）

◆
平
成
十
四
年
度
入
学
式
を
挙
行

四
月
十
日
に
学
部
、
大
学
院
、
四
月
二
十
六
日

に
は
本
年
度
新
し
く
設
置
さ
れ
た
音
楽
学
部
音
楽
環

境
創
造
科
の
入
学
式
が
そ
れ
ぞ
れ
奏
楽
堂
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
た
。
入
学
の
歓
び
を
胸
に
新
入
生
、
父
兄

等
が
多
数
参
列
し
た
中
、
学
長
か
ら
新
入
生
に
対
し

て
入
学
許
可
の
告
知
が
あ
り
、
引
き
続
き
式
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。
当
日
は
、
学
内
各
所
で
在
校
生
に
よ
る

歓
迎
演
奏
や
ク
ラ
ブ
勧
誘
等
、
に
ぎ
や
か
に
新
入
生

歓
迎
祭
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
月
九
日
に
は
音

楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校
の
入
学
式
が
高
校
内

ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

◆
大
学
美
術
館
新
館
長
は

竹
内
順
一
教
授

任
期
満
了
に
伴
う
大
学
美
術
館
長
選
出
選
挙
が

一
月
十
日
に
行
わ
れ
、
四
月
一
日
、
竹
内
順
一
教

授
が
新
館
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
二
年
間
。

◆
音
楽
学
部
長
は
高
橋
大
海
学
部
長
が

再
任

三
月
十
二
日
に
任
期
満
了
に
伴
う
音
楽
学
部
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
高
橋
大
海
学
部
長
が
選
出
さ
れ
た
。

高
橋
学
部
長
は
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
学
部
長
と

な
り
、
今
回
は
再
任
。
任
期
は
四
月
一
日
か
ら
一

年
間
。

◆
美
術
、
音
楽
学
部
選
出
評
議
員

決
ま
る

四
月
一
日
、
美
術
学
部
堀
口
光
彦
教
授
、
音
楽

学
部
川
井
学
教
授
が
新
た
に
評
議
員
と
な
っ
た
。
ま

た
、
美
術
学
部
は
大
藪
雅
孝
教
授
、
中
林
忠
良
教

授
が
、
音
楽
学
部
は
村
井
祐
児
教
授
、
岡
山
潔
教

授
が
再
任
。
任
期
は
二
年
間
。

他
の
評
議
会
構
成
員
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
大
学
案
内
ー
大
学
概
要
ー
評
議
員
名
簿
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.geidai.ac.jp

◆
名
誉
教
授
称
号
授
与
式
を

実
施

五
月
七
日
、
学
長
室
に
お
い
て
、
名
誉
教
授
称

号
授
与
式
が
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
本
年
三

月
に
退
職
さ
れ
た
次
の
八
名
の
方
に
対
し
、
東
京
芸

術
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。
当
日

は
、
原
正
樹
氏
が
都
合
に
よ
り
欠
席
し
七
名
で
の
式

典
と
な
っ
た
が
、
平
山
学
長
か
ら
各
氏
に
名
誉
教
授

の
称
号
が
授
与
さ
れ
、
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影

と
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

坂
本
一
道
、
原
正
樹
（
欠
席
）、
望
月
積
、
小
松

敏
明
、
歌
田
眞
介
の
各
氏
（
以
上
、
前
美
術
学
部

教
授
）

南
弘
明
、
山
岡
耕
筰
、
上
参
郷
祐
康
の
各
氏

（
以
上
、
前
音
楽
学
部
教
授
）

◆「
メ
デ
ィ
ア
教
育
棟
」竣
工
・

音
楽
環
境
創
造
科
設
置
記
念
式
典
を

実
施

六
月
二
十
日
に
、
取
手
校
地(

茨
城
県
取
手
市)

の

メ
デ
ィ
ア
教
育
棟
竣
工
・
音
楽
環
境
創
造
科
設
置

記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

メ
デ
ィ
ア
教
育
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
上

五
階
建
て
、
総
延
べ
床
面
積
五
五
〇
五
㎡
。
美
術

学
部
先
端
芸
術
表
現
科
、
音
楽
学
部
音
楽
環
境
創

造
科
の
教
官
室
や
教
室
、
附
属
図
書
館
分
室
な
ど

が
あ
る
。

運
　
営

取手校地「メディア教育棟」を利
用した音楽環境創造科の講義風景


